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1. はじめに 

貯水池や湖沼における環境問題において，富栄養化によ

って水面を覆うアオコの発生を抑制することが課題とし

て挙げられる．アオコとは微細な藻類が大量に発生し水面

を覆っている状態のことを指す．水中へ入る日光が遮断さ

れることにより水生植物の光合成が不活化し死滅を招く

ほか，夜間に藻類が行う呼吸の影響で水中の溶存酸素が大

量に消費され酸欠状態になり魚類の生息が困難になる等，

アオコの発生抑制は湖沼にとって避けられない課題であ

る．アオコの発生予測に関しては多くの研究がなされてい

る 1)2)3)が，実際にアオコ対策を導入するには候補となる対

策技術 4)5)の有効性を吟味した上で適切な対策を選択する

必要がある．したがって対象水域におけるアオコの発生メ

カニズムの解明と予測に加えて，対策の適用範囲や効果を

予測することが必要となる． 
過年度の研究 6)では 2020 年度より毎年アオコの発生が

問題になっている北海道北見市内の野付牛公園の池を実

験水域として調査を行っており，2020 年度の連続水質調
査の結果から暖候期の降水後にアオコが湖内に発生して

いることが確認できた．また，2020～2021 年度において

降水時の現地の栄養塩濃度の推移を調査してきたが，流入

口から流入する地下水の栄養塩濃度には変化が見られな

いこと，流入口以外からの明確な表流水が見られないこと

等，栄養塩の流入経路が不明のままであった．貯水池や湖

沼において地下水を起源とするアオコの発生も報告され

ている 8)．本研究では今年度に実施した岸周辺における地

下水位の測定も含めた，栄養塩の流入源を推定するための

連続観測を行った． 
2. 研究手法 

(1)観測場所 北海道北見市にある野付牛公園は古くはナ

ラやカシワ等の原生疎林となっている丘陵地に囲まれた

低地の沼地であった場所が整備され 1921 年に開園した，
道内で最も古い公園である．近年，暖候期にアオコがたび

たび発生しており唯一の流入水源(図-1，in)である井戸の
改修によって流入水量を増やして滞留時間を短くする試

みがなされてきた．湖内底面には泥が堆積しており，側面

は土に面している箇所と丸太を並べて打ち込んだ土留め

箇所が混在している． 
(2)降水時観測 2020～2021 年の降水時観測では気象庁 7)

発表の降水量データを調査に用いていたが，現地の降水量

との間に差が生じていたことから，現地に雨量計(Davis 
Instruments; Weather Stations Vantage Pro2 Cabled)を池中央

の小島に設置し，1時間毎に 2021/5/19～2021/10/19 の期間
の測定を行った．また，現地の正確な降水量の観測と併せ

て降水が水中のクロロフィル a 濃度の増減と栄養塩濃度
に与える影響について調査するため， 2022/7/23～
2022/7/26 において降水時に採水と水質，流量の観測を行

った．降水の影響のない状態を把握するため降水開始 1時
間前から 3～12 時間の間隔を空けて計 21 回，アオコの発
生が頻繁に確認されていた α 地点(図-1)にて採水し，流量
の観測は湖水の流出地点 out(図-1)において行った．採水時
にはポータブル機器(Aquafluor，TURNER DESIGNS 製，

等)を用いてクロロフィル a 濃度等の水質測定を行い，そ
の後サンプルを孔径 0.45 µm の濾紙で濾過処理を行い冷

凍保存し，後日解凍して連続流れ分析装置 (QuAAtro，
SEAL・BLTEC 製)を用いて栄養塩（NH4-N，PO4-P，NO3-
N）の測定を行った． また，気象庁のアメダスのデータと
現地の降水量ついて，両地点の降水量が 0.25 mm以上のデ

 

図-1 調査地点(降水時観測■，水位計設置●) 

 

図-2 降水時の降水量と栄養塩濃度の推移 
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ータを抽出し，比較を行った． 
(3)岸周辺の地下水位計測 2020～2021 年の降水時観測の
結果より，流入口以外の池周辺の土壌から地下水が流入し

ている可能性が示唆されたことから，岸周辺の地下水の動

向を調査するため，岸周辺 5地点(図-1，T,U,V,W,X)，湖内
1地点(図-1，Z)に水位計を設置した．水位計はメモリー式
水温・水位計(SERA Diver，Eijkelkamp 社製)等を使用し，
ハンドオーガーを用いて掘削した井戸内部に設置した．井

戸は管長 1 m，管径 6 cm の塩化ビニル管に地下水が浸入

する穴を複数開け，土砂の侵入を防ぐ網で覆って作成した．

井戸の掘削の際には各地点の透水係数を求めるため，地下

30～80 cm に位置する水分を多く含む土試料を採取した．

地下水位は測定間隔 1 時間で 2022/7/9～2022/9/15 の間に
観測し，水位計間のレベル測量を実施し基準高さを統一し

た． 
3. 結果と考察 

過年度の観測に比べて，正確な降水量の観測と池周辺の

地下水位の観測と併せて降水後の栄養塩濃度の推移を捉

えることができた(図-2)．さらにアメダスと現地の降水量
を比較した結果，両地点の降水量が 10 mm 以下の時，決

定係数が 0.727 とある程度の相関がみられ，降水量が 10 
mm以上のデータも含めると決定係数が 0.596 と多少の差
が見れらた(図-3)．また地下水位の観測では，降水に応じ
て地下水位も変化していることが確認できた(図-4,5)．こ
のことから池に隣接する林の表層地下水が降水の影響で

湖内に流入していることが考えられる．加えて，地下水位

の変動が大きい地点と小さい地点があることが確認でき，

降雨によってもその大小関係に違いはないことから，地下

水の流入方向は決まっており林の樹木や土壌の特性が影

響していることが考えられた． 
4. おわりに 

本研究により野付牛公園の湖内に周辺の林から地下水

が流入している可能性が確認された．また一定の条件下に

おいては現地の降水量をアメダスのデータで代用できる

可能性がある．今後は井戸の掘削時に採取した土質試料の

粒度分析を行い，各地点の透水係数を求めた後にアオコ発

生予測モデルに組み込むことが課題である． 
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図-3 降水時の降水量の比較 

 
図-4 降水時の地下水位の短期推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図-5 降水時の地下水位の長期推移 
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